
エコー ノート キット  製作マニュアル
このキットは「作って音楽する」をモットーに電子工作初心者の方でも安心して作れるようになっています。
しかし、実際の作業で分からない所が出てくるかも知れません。そんな時は、ご遠慮なく
<piisuke@kandr.biz>までメールしてください。 又はじめにこの製作マニュアルをすべて読んで十分
理解してから作業願います。
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可変抵抗器の端子にそ
れぞれスズメッキ線を
ハンダ付けし、図の様

に、ラジオペンチで曲げ
ておきます。
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まず始めに、キットの部品がすべて揃って
いるか、組み立て前にご確認ください。
万が一不足がある場合は、上記アドレスま
でご連絡ください。

K&R

●必要な道具
●ハンダこて ３０Wくらい
●ハンダ １ｍくらい
●ニッパー
●ラジオペンチ
●ドライバー（＋2番、－1番 ）

●あると便利な道具

部品表

●ピンセット
●ハンダ吸い取り器
●ハンダ吸収線
●ストリップワイヤー
●テスター

●ケースへの組み込み

●回路説明

●電子部品の基板への実装

●主な部品の外形と足の向き

電子部品を基板上のシルク（黒色の印刷）と左の部品表と対応
させて正しい値の部品を挿入して、ハンダ面から丁寧にハンダ
付けを行ってください。
エコーノートキットには、両面基板を採用しました。両面基板
は、一度ハンダ付けをすると部品の取り外しが大変ですので、
十分確認してからハンダ付けを行ってください。

右下の図で、左からLED、ダイオード、電解コンデンサです。こ
れらの部品は,極性がありますので注意して取り付けてくださ
い。   オペアンプICの取り付けは、付属のソケットを基板にハ
ンダ付けし、その後にソケットにオペアンプICを取り付けてく
ださい。

次にケースにスイッチ、DCジャック、入出力ジャックを取り付
けます。その際、配線がしやすくなるように、裏面の「部品取
り付けと配線」の図と部品の位置を合わせてください。図面通
りにビニール線の色を合わせて配線していきます。ケース内部
はかなり狭いですから、端子同士がぶつからないように気をつ
けてください。
可変抵抗器、LEDをケースの穴に合わせ、可変抵抗器のナット
をしっかり閉めます。可変抵抗器をケースへ取り付ける際は、
無理な力を加えないようにしてください。
次に、ケースの裏ぶたに絶縁シートを張り付けます。
最後にケースのふたをネジで止めて完成!です。
調整箇所はありませんので、配線などに間違いが無ければ、エ
コーサウンドを奏でるはずです!

エコーノートの回路図を見ながら動作原理を理解しましょう!
ギター信号は、オペアンプでのバッファー回路で、信号インピ
ーダンスが次の回路のために下げられます。

ひとつは、遅延しない信号の為に、出力用のオペアンプにその
まま送られます。

もう一方は、心臓部の信号遅延IC「PT2399」に送られます。
PT2399によって遅れた音は、遅延信号の音量を調整する
VR1(level)によってお好みの遅延音量に調整可能です。

更に、遅延信号は、VR3(rpeat)で調整され、遅延信号の入力へ
戻されます。これによって、エコー音が繰り返される訳です。
エコー音を戻す時に、ローパスフィルターによって高音域を削
っておきます。繰り返し音の高音域がドンドン削れていき、自
然なエコー感が得られます。（右図）
ローパスフィルターの定数を変えることで、エコー音をお好み
に変えることもできます。

足が⾧い方(A)
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種  類 部 品 番 号 値  又 は  型 番 数 備  考 表 記 レ
IC U1 R C 4 5 58 P 1 D IP  8p in

IC ソ ケ ッ ト D IP 8 1 8p in 用
IC U2 P T2 39 9 1 デ ィ レ イ IC  1 6 p in

IC ソ ケ ッ ト D IP 16 1 一 般 整 流 用
レ ギ ュ レ ー タ  IC IC 1 TA 78 L0 5 S 1 TO 92 (3 本 足 ) 78 L 0 5

ダ イ オ ー ド D 1 1 N 4 00 7 1 黒 に 白 線

LED D 2 橙 色  Φ 5m m 1

炭 素 抵 抗 器 R 5 ,  R 14 1K Ω ( 1 /4 W ) 2 炭 素 皮 膜 茶  黒  赤  金
炭 素 抵 抗 器 R 1 5 2 .2 kΩ (1 /4 W ) 1 炭 素 皮 膜 赤  赤  赤 金
炭 素 抵 抗 器 R 1 8 4 .7 kΩ (1 /4 W ) 1 炭 素 皮 膜 黄  紫  赤  金

炭 素 抵 抗 器
R 1 ,  R 2 ,  R 4 ,  R 1 0 ,  R 1 2 ,

R 1 6 ,  R 1 7 ,  R 1 9 1 0kΩ (1 /8 W ) 8 炭 素 皮 膜 ( 小 型 ) 茶  黒  橙  金

炭 素 抵 抗 器
R 3 ,  R 7 ,  R 8 ,  R 9 ,

 R 1 1 ,  R 1 3 2 2kΩ ( 1 /8 W ) 6 炭 素 皮 膜 ( 小 型 ) 赤  赤  橙  金
炭 素 抵 抗 器 R 6 ,  R 20 1 M Ω ( 1 /4 W ) 2 炭 素 皮 膜 茶  黒  緑  金
コ ン デ ン サ C 6 ,  C 12 0 .00 1μ F 2 ポ リ エ ス テ ル 102

コ ン デ ン サ C 4 ,  C 7 ,  C 8 ,  C 1 3 ,  C 1 7 0 .0 1 μF 5 ポ リ エ ス テ ル 103

コ ン デ ン サ C 2 2 0 .04 7μ F 1 ポ リ エ ス テ ル 473

コ ン デ ン サ
C 1 , C 10 ,  C 14 ,  C 16 ,

C 1 8 ,  C 1 9 0 .1 μF 6 ポ リ エ ス テ ル 104
コ ン デ ン サ C 2 ,  C 3 ,  C 5 ,  C 1 5 1μ F 4 ア ル ミ 電 解
コ ン デ ン サ C 9 10 μF 1 ア ル ミ 電 解
コ ン デ ン サ C 1 1 ,  C 2 0 ,  C 2 1 1 00 μF 3 ア ル ミ 電 解

可 変 抵 抗 器 V R 1 ,  V R 2 ,  V R 3 5 0 K Ω (B ) 3 B50K
基 板 1

ス テ ッ カ ー 1
つ ま み 3

ジ ャ ッ ク J2  M J -1 61 M 1 ス テ レ オ タ イ プ
ジ ャ ッ ク J3  M J -1 59 M 1 モ ノ ラ ル タ イ プ

D C ジ ャ ッ ク J1  M J - 10 1 2 .1 m m
電 池 ス ナ ッ プ V 1  00 6P (9 V ) 1

フ ッ ト ス イ ッ チ SW 1
絶 縁 シ ー ト 1

配 線 材 1 セ ッ ト
ケ ー ス 1 穴 加工 済み

ケ ー ス 用 ネ ジ 4

注 )
黄 色 エ リ ア は 、 フ
ル キ ッ ト の み の 部
品 で す 。
基 板 キ ッ ト に は 同
封 さ れ ま せ ん 。
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部品取付と配線

回路の定数などを変えると、いろんな音に変化します。
これが自作の醍醐味! 世界に１つの自分だけのエコーノートを作ってください。

● エコー音の音質調整。
リピートするエコー音の音信を、調整する事ができます。
回路図中のC22(0.047μF)はR12(10kΩ)との組み合わせにて、高音域を減衰させるローパスフィルターを作っています。
ですから、C22の値を変えることによって、エコー音の音質を変える事ができます。

C22の値を大きくすると、より高音域が減衰し柔らかい音になります。  0.068μF～0.22μFでお試しください。
C22の値を小さくすると、高音域の減衰量が減りますので荒い音になります。0.01μF～0.033μFでお試しください。

改造しよう!
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配線は、穴に通さず
ハンダ面側でもOKです。

回路図
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DCジャックの向きは
正しく取り付けて

ください
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裏ふたを開けてみた図

緑
LED④

2つの線の場合は
予めよじってから
ハンダ付けをして

ください。

スイッチの向き注意!
(銀色のツメが左右)

基板部分の回路図です。


